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①職場単位の活動

④組織全体で取り組んだ活動 石田楓

取り組種別 問題解決型

船津八重（ケアワーカー）

磯谷里佐 看護師

3階病棟メンバー 看護師15名

ケアワーカー5名

看護師

ケアワーカー船津八重

山本多見子 相談員

令和5年4月～令和6年6月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）パルプ便器の使用枚数
（目標値）1502枚から782枚

1.ポータブルトイレ使用の目安を電子カルテワゴン上に掲示
2.ポータブルトイレ設置から4日ごとに目安を使用し定期的に評価
3.評価日がわかりやすいようにオレンジシールで掲示し朝のミーティングで定期的に評価
4.パルプ便器の値段を表示し意識をコスト高める
5.ポータブルトイレ使用台数と在庫数を見える化
6.ポータブルトイレ使用を希望する患者に説明し理解を得る

（実施前）　パルプ便器の使用枚数　1502枚/月→　114930円

（実施後）パルプ便器の使用枚数　573枚/月→　43835円

1.オレンジシールになっている評価者を毎朝4日ごと目安に沿って評価する
2.目安を活用するように1か月に1回呼びかける
3.パルプ便器の使用量を1か月ごとグラフ化しコスト意識を高める
4.担当看護師にポータブルトイレを外す説明をするように指導する

西伊豆健育会病院　

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

②支援部門

④その他

リーダー名
（職種）

回

活動期間

演題名 マセレーター導入におけるパルプ便座使用数の削減～排泄支援の見直し～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

マセレーター導入にあたり、パルプ便座の使用コストがかかる。マセレーター導入前のポータブルトイレ使用者
は33名であり洗浄回数は1か月で1502回であった。それをパルプ便器に置き換えると11万4930円かかり、ポー
タブルトイレ使用数に伴い、パルプ便器のコストが発生する。そこで、排泄支援を見直す必要があると考えた。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 51

石田　楓（看護師）

（いしだ　かえで）

（にしいずけんいくかいびょういん　３かいびょうとう）

西伊豆健育会病院　３階病棟

施設名



パルプ便器１枚

７６．５円

要因解析

目標設定

現状把握

活動計画書

マセレーター導入前

手洗浄



【重要要因の検証１】

平成30年のTQM活動で、ポータブルトイレの設置の目安と外す目安を作成。ポータブルトイレを必要

な方が使えるようにするために作成しました。その目安について、アンケート調査を実施した結果目

【重要要因の検証２】

使用者の評価がしっかりされていません

【重要要因の検証３】

パルプ便器のコスト意識は低い

【重要要因の検証４】

使用者も、不安から使い続けたいと思っている

対策の立案 ４つの重要要因から三次対策まで検討して６個の対策を立案しました。

６個の対策を５W１Hで、実施計画書を作成して、役割分担をしました。



対策の実施

標準化と管理の定着

反省と今後の課題

ポータブルトイレ使用の目安の

活用！

排泄支援はトイレ誘導を促す！

コスト削減にも繋がる！

効果の確認


